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Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由 

本校生徒は，学校生活全般において真面目に取り組む生徒の割合は高く，授業に臨む姿勢や生

活態度は概ね落ち着いている。学力調査等の結果からは，基礎的・基本的な知識や技能を身に付

けて活用力を伸ばしている生徒がいる一方で，学力の定着が不十分な生徒もおり，学力の二極化

の課題が見られる。 

昨年度より３年間の県指定を受け，学力の課題を克服するために，基礎的・基本的な知識や技

能の定着と活用力を高める取組を同時に進めていくことを学力向上の中心に据え，「いしかわ学

びの指針１２か条」を重点化した取組を推進している。 

研究主題「学ぶ意欲を育て，自ら考え伝え合う生徒の育成」を３年後に実現させる目標として

設定し，その年度の重点を副題に位置づけることとした。昨年度，副題を「書く活動とその評価」

とし，活用力を高める授業づくりでは「書く力の育成」に重点を置き，学力・学習を支える基盤

づくりでは家庭学習の充実や学習規律の向上などの取組を進めてきた。 

活用力を高める授業づくりでは，学びの指針①の「根拠や筋道を明確に表現させる」と関連す

る言語活動を意識した授業や単元の計画を実施・検証してきた。その結果，根拠を明確にして自

分の考えを書ける生徒や教科の用語を適切に用いて表現する生徒の割合が増えてきた。その一方

で，根拠の取り出し方に甘さが見られ，相手意識を持った文章を書く力が不十分であることが見

られた。 

そこで，今年度は「書く活動」をさらに充実させるとともに，書いたものをもとに「話す活動」，

「聞く活動」につなげていきたいと考えた。その際には，相手意識を持って話したり，聞いたり

できるような指導が必要である。 

自ら考え伝え合う活動を授業に位置付けることは，自らの考えを広げたり深めたりすることや

表現する力を身に付けることにつながる。それが主体的に学習を進める力となり，研究主題の実

現に迫ることができると考えた。 

３ 研究組織 
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（校長・教頭・教務主任・研究主任・学習指導部） 

全体研修会 
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学ぶ意欲を育て，自ら考え伝え合う生徒の育成 

 

～「書く力」から「話す力」・「聞く力」へ～ 
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４ 研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜松陵中学校教育目標＞ 

心豊かで，自ら学ぶ意欲を持ち，実践力のある子を育てる 

・自ら学ぼうとする生徒      ＜学究力＞ 

・共に学ぼうとする生徒      ＜共感力＞ 

・健康でたくましく行動する生徒  ＜実践力＞ 

＜研究主題＞ 

学ぶ意欲を育て，自ら考え伝え合う生徒の育成 

～「書く力」から「話す力」・「聞く力」へ ～ 

基盤づくり 

 

授業づくり 

 

体制づくり 

 

＜仮 説＞ 

① 自分の考えを書く活動において，考えたことが認められ評価されれば，自ら学ぼうと

する意欲が高まるだろう。 

② 自分の考えを持ち，相手意識を持って話したり，友達の考えを自分の考えと比較しな

がら聞いたりできれば，学び合い伝え合う力が身に付くだろう。 

＜確かな学力の定着・向上＞ 

【授業づくり部】 

・学習意欲を高め，書く活動・話す活動・聞く活動を意識した授業づくり 

【基盤づくり部】 

・学習の基盤となる態度や技能の育成 

【家庭学習部】 

・家庭学習による確実な定着 

 

 

根拠や筋道を明

確に表現させる

（指針①） 

 

読書活動をよ

り促進・充実さ

せる（指針⑧） 

相 手 を 意 識 し

て，話す力・聞く

力を身につけさせ

る（指針⑤） 

 
よりよい学習

習慣・生活習慣を

身につけさせる       

（指針⑦） 

 

積極的に保護者

や地域に向けて発

信する（指針⑫） 

 

学校研究や授

業研究を活性化

して，授業力を高

める（指針⑪） 
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５ 研究内容 

   研究主題「学ぶ意欲を育て，自ら考え伝え合う生徒の育成」にせまるために，「授業づくり」「基

盤づくり」「体制づくり」の３つの柱から，生徒の実態を踏まえて重点化する項目を選び，授業改

善・授業力向上や確かな学力の定着・向上をめざしてより具体的な方策を掲げて研究に取り組んで

きた。 

 

（１）活用力を高める授業づくり 

根拠や筋道を明確に表現させる。（学びの指針①） 

○松陵中授業スタイルの共有化 

・根拠の取り出し方や筋道の立て方の指導 

・相手に分かりやすい表現で自分の考えを書く指導 

○ノート指導 

・書くことの評価の充実 

 

 （２）学力・学習を支える基盤づくり 

相手を意識して，「話す力」「聞く力」を身に付けさせる。（学びの指針⑤） 

○相手を意識した話し方・聞き方のポイント提示 

・「話し方名人」，「聞き方名人」による指導 

 

よりよい学習習慣・生活習慣を身に付けさせる。（学びの指針⑦） 

   ○学習規律の徹底 

・「授業の約束４箇条」の取組 

 ○家庭学習の充実 

・家庭学習の充実への取組 

    

読書活動をより促進・充実させる。（学びの指針⑧） 

   ○読書活動の充実と推進 

    ・読書の習慣化 

    ・読書に親しむ環境づくり 

 

（３）指導改善を進める体制づくり 

学校研究や授業研究を活性化して，指導力を高める。（学びの指針⑪） 

○校内研修の充実 

 ・模擬授業の実施 

・自由参観授業 

 ・ＫＪ法による授業整理会 

 ・校内研修サポート事業，アシスト訪問等の利用 

 

積極的に保護者や地域に向けて発信する。（学びの指針⑫） 

○地域に開かれた学校づくり 

・定期的な授業公開や授業参観 

・学校 Web ページでの実践と取組の紹介 

・地域や保護者の意見の反映 

１ 学習用具や服装を整える 

２ ベル着をする 

３ 授業の始めと終わりの挨拶をする 

４ 私語をしない 
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Ⅱ 研究の実践 

１ 授業づくり部 

「わかる授業」づくりを目指して，授業の流れをパターン化し，全員が同じように取り組むこと 

で授業力の向上を図ってきた。 

（１）松陵中授業スタイルの共有化 

導入の工夫 

  ・知的好奇心をくすぐる課題を提示する。 

  ・必要感のある課題を提示する。 

  ・解決の見通しが持てているか確認する。 

 

展開の工夫 

 ・個人思考の場を設定する。 

 ・話し合う目的を明確にした「伝え合う場」を設定する。 

 ・相手意識をもって話したり聞いたりできることを目指す。 

・授業形態を工夫する。 

ペア・グループ活動，全体思考 

・基本的な姿勢として 

「話し方名人あいうえお」と 

「聞き方名人あいうえお」を 

意識させる。 

    

まとめの工夫 

   ・生徒の言葉を生かしながらまと 

    める。 

   ・適用問題で定着を図る。 

   ・振り返りをすることで，「充実 

    感」「達成感」を持たせる。 

 

板書の工夫 

・板書を構造化して，授業後に学 

習したことが目に見えるように 

する。 

・課題 考え 伝え合い 振り返り 

まとめ のプレートを利用する 

ことで，生徒に１時間の見通し 

をもたせる。 

また，生徒の意見や話し合いの 

内容を効果的に整理し，授業 

（思考）の流れを生徒も教師も 

共有できるようにする。 
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 ≪実践例≫ 

○英語科 １年 自己紹介 

本時のねらい みんなからの質問を参考に， 

５文以上の自己紹介文を書くことができる。 

   伝え合いの場 グループでスピーチをし， 

もっと知りたいところについて質問し合う。 

○理科  ３年 太陽系とその中の天体 

本時のねらい 月の満ち欠けをモデルを用いて 

 説明できる。 

 思考の場の設定 グループごとにモデルを使っ 

 て実験をし，各班と自分たちの考えを比較する。 

 

（２）模擬授業の実施 

  授業の具体的なイメージをもち，課題を見つけたり改善策のアイディアを出し合ったりするため

に，模擬授業を実施した。 

 模擬授業の方法 

①授業者が本時のねらいと重要場面について説明する。 

②３０分程度の模擬授業を行う。 

③授業者の発問や指示に対して生徒役の教師が，予想 

される生徒の反応を考えながら発言や活動を行う。 

④生徒役の発表 

曖昧な発問・指示や使用する教材等について気付い 

たことを発表する。 

⑤授業者の発表 

⑥出された意見を全体で確認する。 

⑦授業の改善策を共通理解する。 

 

≪実践例≫ 

○数学科 １年 「正負の数の利用」 

（重要場面）自分の考えを持ち，伝え合う場面 

 （参加者） 金沢大学教授 大谷 実 氏 

       本校職員および近隣校教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者から 

・意見が出た時に、「みんなはどう思う？」と返す

ことで、深めることができる。 

・グラフや式を使って説明するなど、数学の視点

を入れて説明させるとよい。 

・方法の説明だけでなく、理由を話題にするのが

大切。 
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 ○英語科 ３年 「Ｕnit5＆Ｌistening Plus5」 

  （重要場面）自分（グループ）の意見や理由を伝え合う場面 

（参加者） 奥能登教育事務所指導主事 吉村 明美 氏 

        本校職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）自由参観授業 

   日頃からお互いの授業を見せ合い，振り返りをするなど，授業研究を日常的なものにすることが

授業力向上につながると考え，自由 

参観授業を取り入れた。 

自由参観週間を設定し，時間のと 

れる範囲で参観した。 

参観者が記入した「自由参観カード」 

を生かし，授業の振り返りをした。 

   

実施強化期間  

9 月１7日（火）～24 日（火）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者から 

・指示や説明が不足し、考えが持ちにくかった。 

・質問があった時に、書く内容を明確にすればよかった。 

・グループの意見を１つにまとめず、出た意見を紹介してもよかった。 

・単元の最後の授業という設定であり、生徒が積み上げてきている知

識などが生徒役にはないため、模擬授業がしにくい状況だった。 

・生徒のゴールの姿をイメージし、それを具体化していくように、学

習活動を組み立てていく必要がある。 

参観カードから 

考える場面 

 ・何を考えさせるのか指示や内

容が大切である。 

 ・手順が示されていてよかった。 

 ・既習の後を残し、利用する。 

 伝え合う場面 

 ・「あいうえお」を効果的に意識

させていた。 

 ・ペア学習で意見をよく書けて

いた。 

 ・生徒がメモを取ろうと頑張っ

ていた。 


